
■資料館の作業日は毎週木曜日の午前中です。
　また、別途、日曜日は展示室を開館しています。（神社世話人会の委員の方がお世話）
■資料館の座敷ではお茶会が「菟原茶華道会」主宰で開催されます。
　平成30年は、奇数月の第2日曜日に予定されています。（1/21、3/11、5/13、7/8、9/9、11/11）
　どうぞお越し下さい。

住𠮷歴史資料館ご案内

　開館の目的は、「住𠮷に住む人々が郷土を理解し、それ
を子供達に伝え、子供達も郷土に誇りを持ち、ずっと住み
続けたいと思うような町にしたい。住𠮷歴史資料館は文
化・歴史的の面からそれをお手伝いする。」ことです。
　　そのため、以下を行います。
1．本住𠮷神社横田宮司家に伝わる古文書の整理。
　   関係文書、記念物、言い伝えの収集。
2．展示物のメンテ。
　  展示室、座敷を使用しての各種展示の企画。
3．やさしい、楽しいイベントを企画して
　   みんなの地域への理解を深める。
4．「住𠮷歴史資料館だより」を通しての広報。
　   成果の発表。

お願い
広くみなさまからの情報、お家に眠る古い資料のご提供をお願い致します。処分・廃棄の前にご一報下さい。
　１． 各町協議会の古い記録類、書類。  旧青年団、警防団の旗、写真  など。
２． 各お家に伝わる古い書類、絵図、古文書、写真  など。
３． 各お家に残っている、 農耕具、 或 いは、馬や牛が牽引する荷車（いわゆる“馬力”）の道具類などの労働具。
４． 古い写真（近所、町内、住𠮷村、武庫郡、神戸 など)、小学校の卒業アルバム、卒業証書。
５． 災害時の記録や写真。（阪神大水害、阪神大震災、昭和42年水害  など）
６． 戦時中ののぼり、腕章、たすき、或いはバッジ、記念品など。
７． だんじり、住𠮷祭の写真。（渡御、宮入、宮出し  など）
　　また、長年住𠮷に住んでおられる方々に気軽にむかし話をしていただいております。“ああ、あの人なら、住𠮷
のことよお知ってはる”、という方をご紹介下さい。
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さい　はっ　けん う　  はら　すみ　よし むかし　　　み　 らい

再発見！ 菟原住　、 昔を未来へ

　神戸市立住吉中学校の南、阪
急電車の有馬道踏切の南西に
あった大邸宅です。『近代建築画
譜』掲載の写真です。住吉村字 
小林にあり、現在は住吉本町３丁
目「野村ハイツ」があるところです。
　野村徳七さんは、現在の野村証
券、りそな銀行（旧大和銀行、野村
銀行）を含む野村財閥のリーダー
でした。
　野村邸の西には、生命保険会
社日本生命の創業者である弘世
助三郎さんの大邸宅、その西は、
朝日新聞社主の村山龍平（号香
雪）さんの大邸宅がありました。村
山邸は、現在、香雪美術館として、
広大な敷地とともに残っています。
　六甲山麓の山林が切り開かれ、
明治４１年（１９０８）に弘世邸がで
き、続いて翌年には村山邸ができ
ました。その後、大正１２年（１９２３
年）にこの野村邸が完成しました。
これら３人のご当主方はいずれも
日本経済を支える経済人であると
ともに、すぐれた茶人、文化人でもありました。野村さん、村山さんは茶道藪の内流、弘
世さんは武者小路流で、この三邸はとなりあわせであり、交流もあったものと思われます。
これらの大邸宅は山麓の等高線沿いの細い里道にそって、なかよく並んで建築されて
います。
　野村邸の正門のすぐ南側はあの「庚申塚」です。住吉祭で、山田区のだんじりが五
月十二日の宮入を終え、翌日山田区に帰ってくる昼すぎには、野村邸の正門前で、一
服休憩することになっていました。
　というのも、野村徳七さんは、昭和９年（１９３４）、山田区がだんじりを新調するときに
多額の寄付をされており、山田区は、そのこともあって、正門前で休憩したと思われます。
昭和４２年（１９６７）までこの伝統は続きました。イギリス風の尖塔を持つ豪壮な主館の
下に日本伝統のだんじりが止まっている風景はどんなだったでしょう。
　昭和20年（１９４５）8月6日未明、この立派な主館が太平洋戦争の爆撃で焼け落ち
るとき、塔が火柱のようであったと当時、女学生であった近所の人は回想されています。
戦後は廃墟となりましたが、それでも塔の残骸は空を威圧するのに十分な迫力を持って
いました。野村財閥の威勢がしのばれます。
　この道はいまでもあります。大邸宅を想像しながらたどって見て下さい。

再発見！ 兎原住　、 昔を未来へ
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住吉のまちかど

資料館だより第15号目次
住吉のまちかど
野村徳七邸  大正12年（1923年）
住吉歴史資料館事業推進委員会
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1ページ
続日本一の富豪村　住吉村
お屋敷の思い出聞き取り（２）
住吉歴史資料館事業推進委員
内田雅夫・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2～4ページ
住吉荒神山が　本場の御影石！
住吉歴史資料館事業推進委員
松尾敏弘・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5～8ページ
伊丹郷の酒造りと領主近衛家
京都に上った伊丹酒
住吉歴史資料館事業推進委員
神戸大学大学院人文学研究科
加藤明恵・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・9～１1ページ

～ 野村徳七邸　　　　　　
大正１２年（１９２３） ～

●住吉歴史資料館の刊行物●
１．本住吉神社詳誌　平成22年5月刊

２．兎原だんじり本　平成13年刊
　   〈在庫なし〉

３．住吉歴史年表　平成19年刊

４．資料館だより創刊号～第15号
　 （創刊号、 第3、 第11～第13号 〈在庫なし〉）

５．資料館だより臨時増刊
　  住吉谷の水車展
　 （平成22年秋イベントの冊子資料）

６．阪神淡路大震災資料集 Ⅰ    住吉の記憶
       平成27年3月刊  〈在庫なし〉

　  阪神淡路大震災資料集 Ⅱ    住吉の記憶
       平成29年3月刊

編集後記
　江戸時代の住吉村を含む摂津、河内の農村一帯が菜種や綿を栽培し、燈明用あぶらや木綿衣料の材料である綿
の一大供給地となり、また、灘地方では清酒の醸造が行われ、住吉では、特に御影石が伐り出され全国に販売されま
した。そして、いわゆる「豪農」、「豪商」が勃興して来ています。幕府も一目も二目も置く地域となっており、そのこと
を必ず念頭においてこの辺りの江戸時代を考えることが求められています。
　明治になり邸宅の建設ラッシュがはじまり、1930年ころにピークをむかえる住吉は「日本一の富豪村」といわれる
独特の地域社会を形成します。
　これも江戸時代からの地元の豪商や豪農たちがその下地を醸成してきた結果ではないかと考えるようになっています。
　15号はそのような感じで編集しました。野村財閥総帥の野村邸の写真、「商品」としての御影石の伐り出しのこと、
住民の眼からみた昭和30年代の邸宅のオーナーさんたちのこと、を取り上げています。
　神戸大学の加藤先生には平成29年2月より住吉歴史資料館専門委員としてご指導いただいています。今回初め
て伊丹の酒について寄稿頂きました。伊丹が摂関家筆頭近衛家の領地で、伊丹酒が近衛家の大事なドル箱であった
ことは知りませんでした。江戸、京都の大マーケットに対して貴族筆頭の近衛家もなかなかの商売人であったようです。
　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （M.U.記）

こ  ばやし

野村徳七邸（『近代建築画譜』）



砕
身
さ
れ
た
方
で
す
。
そ
の
間
、
第
一
次

世
界
大
戦
、
第
二
次
世
界
大
戦
が
あ
り
ま

し
た
が
、
激
動
の
時
代
を
確
か

な
事
業
家
の
目
で
か
じ
取
り
を

さ
れ
ま
し
た
。
日
記
を
書
く
と

忘
れ
る
、
だ
か
ら
書
か
な
い
と

い
う
頑
固
な
ご
信
条
を
お
持
ち

で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

ロ
ー
タ
リ
ー
入
会

　
回
想
に
よ
る
と
、
当
時
、
道

修
町
の
薬
問
屋
な
ど
財
界
で
は
、

て
ん
で
相
手
に
さ
れ
ず
道
修
町

は
ま
る
で
一
つ
の
村
の
よ
う
な

も
の
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
お

り
、
武
田
薬
品
の
社
業
が
隆
盛

に
な
り
、
ぜ
ひ
、
ひ
と
つ
大
阪

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
入
会
し

て
も
ら
お
う
と
い
う
こ
と
で
、

伊
藤
忠
の
伊
藤
忠
兵
衛
さ
ん
が

そ
れ
と
な
く
勧
誘
さ
れ
ま
し
た
。

　
伊
藤
忠
兵
衛
さ
ん
と
長
兵
衛

さ
ん
は
以
前
か
ら
、
大
阪
ク
ラ

ブ
な
ど
で
お
知
り
合
い
で
し
た

が
、
長
兵
衛
さ
ん
は
、
ロ
ー
タ

リ
ー
な
ん
か
ハ
イ
カ
ラ
す
ぎ
る
。

お
役
人
や
会
社
重
役
の
方
々
と

私
の
よ
う
な
町
人
風
情
が
肩
を

並
べ
る
な
ど
、「
そ
ん
な
こ
と
は

で
け
ま
へ
ん
ナ
」
と
言
わ
れ
た

ら
し
い
で
す
。
な
る
ほ
ど
、
大

阪
ク
ラ
ブ
で
は
会
員
三
十
人
ほ

ど
の
中
に
「
町
人
」
は
伊
藤
忠

兵
衛
さ
ん
な
ど
お
二
人
だ
け
で

し
た
が
、
そ
こ
は
、
忠
兵
衛
さ
ん
、
何
と

か
説
得
し
、「
そ
う
で
す
よ
っ
て
、
仲
間
増

や
し
た
い
、
マ
ア
長
兵
衛
、
忠
兵
衛
の
町

人
コ
ン
ビ
で
行
き
ま
し
ょ
う
」
と
お
す
す

め
し
た
と
こ
ろ
、
多
少
気
が
動
い
た
よ
う
で
、

ほ
ど
な
く
入
会
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

武
田
邸
で
の
お
暮
し

　
さ
て
、
武
田
邸
は
昭
和
七
年
（
一
九
三

二
年
）
に
住
吉
村
に
英
国
チ
ュ
ー
ダ
ー
王

朝
風
の
洋
館
と
し
て
建
て
ら
れ
、
付
近
に

は
小
寺
邸
、
弘
世
邸
、
廣
海
邸
な
ど
大
邸

宅
が
軒
を
連
ね
て
い
ま
し
た
。（
写
真
①
　

写
真
②
　
写
真
③
）

　
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
昭
和
十
八
年
（
一

九
四
三
年
）
に
社
長
を
六
代
目
に
譲
ら
れ

隠
居
さ
れ
て
後
は
、
大
阪
、
道
修
町
の
近

く
に
住
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
空
襲
を

避
け
奈
良
へ
疎
開
の
あ
と
、
戦
後
の
昭
和

二
十
一
年
か
ら
住
吉
邸
に
暮
ら
さ
れ
ま
し

た
。（
写
真
④
）

　
戦
後
の
武
田
薬
品
の
社
業
の
拡
大
時
に

は
、
こ
の
住
吉
本
宅
（
武
田
さ
ん
た
ち
ご

自
身
は
住
吉
邸
を
こ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
て

い
た
）
に
は
、
来
日
し
た
ド
イ
ツ
や
ア
メ

リ
カ
の
外
資
系
の
製
薬
会
社
の
要
人
た
ち

が
招
待
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
五
代
目

さ
ん
も
隠
居
と
は
い
え
、
ご
接
待
に
い
と

ま
が
な
か
っ
た
と
推
察
し
ま
す
。（
写
真
⑤
）

近
所
の
お
散
歩

　
長
兵
衛
さ
ん
は
よ
く
、
近
所
を
お
散
歩

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
着
物
の
上
に
毛
皮
の

襟
の
つ
い
た
マ
ン
ト
を
お
召
し
で
、
大
熊

さ
ん
と
い
う
男
衆
さ
ん
が
お
供
で
付
い
て

お
ら
れ
ま
し
た
。（
写
真
⑥
）
大
熊
さ
ん
は

ハ
ン
チ
ン
グ
帽
に
作
業
着
で
腰
手
ぬ
ぐ
い
、

ゲ
ー
ト
ル
巻
き
で
地
下
足
袋
だ
っ
た
と
記

憶
し
て
い
ま
す
。
お
庭
の
手
入
れ
な
ど
の

際
に
お
声
が
掛
か
っ
て
作
業
着
の
ま
ま
お
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邸
宅
の
近
所
に
暮
ら
し
て
い
た
昭
和
三
十

年
代
の
一
般
の
人
々
の
目
で
、
ご
葬
儀
を

見
て
み
る
こ
と
で
、
住
吉
村
が
持
っ
て
い

た
品
格
や
雰
囲
気
の
理
解
が
広
が
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
、
取
り
上
げ
る
も
の
で
す
。

　
住
友
吉
左
衛
門
春
翠
さ
ん
に
つ
い
て
は
、

伝
記
『
住
友
春
翠
』」
に
よ
り
ま
す
。
大
正

十
五
年
三
月
（
一

九
二
六
年
）
の
ご

逝
去
で
す
の
で
、

さ
す
が
に
当
時
の

様
子
を
知
る
人
は

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
嘉
納
治
兵
衛
さ

ん
と
、
武
田
長
兵

衛
さ
ん
に
つ
い
て

は
、
筆
者
が
小
さ

い
と
き
に
、
近
所

の
人
た
ち
と
そ
の

ご
葬
儀
を
目
撃
し

て
お
り
、
そ
の
幼

い
記
憶
と
近
所
の

ひ
と
の
お
話
し
、

並
び
に
関
連
資
料

を
参
考
に
記
述
し

ま
す
。
武
田
長
兵

衛
さ
ん
は
、
伝
記

『
武
田
和
敬
翁
追
想
』
に
よ
り
、
嘉
納
治
兵

衛
さ
ん
は
『
白
鶴
美
術
館
の
し
お
り
』、
並

び
に
『
白
鶴
二
百
三
十
年
の
あ
ゆ
み
』
に

依
り
ま
し
た
。

　
今
回
は
武
田
長
兵
衛
さ
ん
、
そ
し
て
次

回
で
住
友
さ
ん
、
嘉
納
さ
ん
に
つ
き
謹
ん

で
記
述
致
し
ま
す
。

武
田
長
兵
衛
さ
ん

　
武
田
長
兵
衛
さ
ん
は
明
治
三
年
（
一
八

七
〇
年
）
大
阪
道
修
町
の
薬
種
仲
買
仲
間

の
近
江
屋
さ
ん
に
生
ま
れ
、
明
治
三
十
七

年
（
一
九
〇
四
年
）
に
五
代
目
長
兵
衛
を

襲
名
さ
れ
、昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
年
）

に
九
十
歳
の
天
寿
を
全
う
さ
れ
る
ま
で
武

田
薬
品
の
社
業
の
充
実
拡
大
一
筋
に
粉
骨

　「
日
本
一
の
富
豪
村
　
住
吉
村
」
に
つ
い

て
は
資
料
館
だ
よ
り
13
号
で
一
旦
終
了
さ

せ
、
引
き
続
い
て
、
住
吉
歴
史
資
料
館
で

収
集
し
た
、
い
ろ
い
ろ
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
と
次
回
で
、
住
吉
に
邸
宅
を
構
え

て
お
ら
れ
た
、
住
友
家
十
五
代
目
住
友
吉

左
衛
門
（
号
春
翠
）
さ
ん
、
白
鶴
七
代
目

嘉
納
治
兵
衛
（
号
鶴
翁
）
さ
ん
、
そ
れ
に

武
田
薬
品
の
五
代
目
武
田
長
兵
衛
（
号
和

敬
）
さ
ん
の
ご
葬
儀
に
つ
き
謹
ん
で
記
述

致
し
ま
す
。

　
さ
て
、
住
吉
村
は
芸
術
文
化
に
深
い
理

解
を
し
め
し
た
各
大
邸
宅
の
ご
当
主
方
の

お
か
げ
で
、
明
治
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け

て
の
華
や
か
な
欧
風
の
中
に
も
抑
制
の
き

い
た
和
風
の
暮
ら
し
ぶ
り
は
住
吉
村
を
独

特
の
品
格
が
漂
う
住
宅
地
に
し
て
ゆ
き
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
暮
ら
し
は
昭

和
十
五
年
（
一
九
四
〇
年
）
こ
ろ
ま
で
続

き
ま
す
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
戦
禍
の

た
め
中
断
し
ま
す
。

戦
後
、
平
和
が
よ
み
が
え
り
、
時
代
は
変

わ
り
ま
し
た
が
、
か
つ
て
の
暮
ら
し
ぶ
り

は
よ
り
質
素
に
な
り
な
が
ら
も
復
活
し
、

高
度
経
済
成
長
が
は
じ
ま
る
前
、
昭
和
三

十
年
代
半
ば
く
ら
い
ま
で
続
き
ま
す
。

　
今
回
、
ご
葬
儀
を
取
り
上
げ
ま
す
が
、

写真⑤　欧州のお取引先を住吉邸にご招待（武田和敬翁追想）

写真④　武田長兵衛さん。
　　　　戦時中は邸宅のご当主たちもこのよう
　　　　な国民服であった（武田和敬翁追想）

く
ん 

ど
う

写真①　武田邸。現在は武田史料館。

写真③　昭和23年2月米軍撮影の廣海邸、
　　　　武田邸、小寺の各邸

日
本
一
の
富
豪
村
　
住
吉
村

続
日
本
一
の
富
豪
村  

住
吉
村  

お
屋
敷
の
思
い
出
聞
き
取
り
（2） 

住
吉
歴
史
資
料
館
事
業
推
進
委
員
　
　
内
田 

雅
夫

写真②　武田邸ご表札「銜艸居（かんそう
きょ）」。邸宅の雅号。家業であった薬
種を大切にする心からの命名。尚、
名家の表札を持っていると受験に成
功するといわれ、2月3月にはよく盗
難にあったといわれる。

写真⑥　お散歩はステッキをお持ちになりこのようなイメージ。
　　　　冬はこの上からマントに帽子も。（武田和敬翁追想）

弘世邸弘世邸

お
と
こ
し

小寺邸小寺邸

廣海邸廣海邸

武田邸武田邸
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人
の
方
、
そ
れ
に
女
中
さ
ん
た
ち
が
こ
れ

も
二
、
三
人
の
方
が
お
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

　
台
所
を
預
か
っ
て
い
た
料
理
人
は
渡
辺

さ
ん
と
お
っ
し
ゃ
る
か
た
で
、
近
所
で
は

「
渡
辺
の
ト
ヨ
サ
ン
」
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

買
い
物
は
神
戸
市
バ
ス
の
31
系
統
で
行
か

れ
て
い
ま
し
た
。
下
駄
ば
き
で
、
首
に
手

ぬ
ぐ
い
を
巻
き
、
手
さ
げ
の
「
編
み
か
ご
」

を
持
ち
、
山
田
会
館
下
住
吉
中
学
校
北
の

バ
ス
停
留
所
「
池
床
」
か
ら
武
田
邸
ま
で

の
間
、
約
五
百
メ
ー
ト
ル
を
歩
い
て
お
ら

れ
ま
し
た
。
ハ
ン
チ
ン
グ
は
か
ぶ
っ
て
お

ら
れ
る
と
き
と
な
い
と
き
と
が

あ
っ
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
ま

す
。

こ
の
31
系
統
は
ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ

ス
で
、
阪
神
御
影
か
ら
Ｊ
Ｒ
住

吉
駅
経
由
、
旧
住
吉
村
内
を
南

北
に
走
っ
て
の
白
鶴
美
術
館
前

ゆ
き
。
今
の
「
31
系
統
渦
森
台

ゆ
き
」で
は
あ
り
ま
せ
ん
。当
時
、

白
鶴
美
術
館
か
ら
上
は
ま
だ
深
い
六
甲
の

山
で
し
た
。（
写
真
⑦
　
写
真
⑧
）

「
ト
ヨ
さ
ん
」
は
、
大
相
撲
の
四
十
七
代
横

綱
柏
戸
の
大
フ
ァ
ン
で
、
池
床
停
留
所
近

く
の
筆
者
の
家
に
寄
り
道
し
て
は
、
横
綱

柏
戸
の
取
り
組
み
を
観
戦
し
、
買
い
物
し

た
夕
食
の
支
度
の
材
料
を
持
っ
て
武
田
邸

へ
帰
っ
て
い
か
れ
ま
し
た
。
白
黒
テ
レ
ビ

が
普
及
し
始
め
た
こ
ろ
、
も
う
六
十
年
も

前
の
の
ん
び
り
し
た
時
代
で
し
た
。

五
代
目
の
ご
葬
儀

　
五
代
目
長
兵
衛
さ
ん
が
逝
去
さ
れ
た
の

は
昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
年
）
八
月

と
伝
記
に
あ
り
ま
す
。
暑
い
記
憶
は
あ
り

ま
せ
ん
。
当
時
、
こ
の
あ
た
り
は
た
ま
に

阪
急
御
影
駅
か
ら
の
阪
急
タ
ク
シ
ー
が
走

る
程
度
で
車
な
ど
は
滅
多
に
見
な
い
と
き

で
し
た
が
、
突
然
、
武
田
邸
の
周
り
に
は
、

自
動
車
が
、
そ
れ
も
大
き
な
外
車
ば
か
り

が
十
数
台
な
ら
び
お
抱
え
の
運
転
手
さ
ん

た
ち
が
待
っ
て
い
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま

す
。「
な
ん
と
ぎ
ょ
う
さ
ん
の
く
る
ま
が
と

ま
っ
と
る
な
あ
」、
と
思
っ
た
の
を
覚
え
て

い
ま
す
。
き
っ
と
、
弔
問
の
お
歴
々
の
車
、

車
を
見
て
、
暑
さ
な
ど
忘
れ
て
し
ま
っ
た

の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
霊
柩
車
が
住
吉
邸
を
出
る
と
き
は
近
所

の
ひ
と
た
ち
も
大
勢
で
お
見
送
り
を
し
ま

し
た
。
筆
者
の
母
親
は
、「
な
ん
や
、
大
阪

の
方
へ
行
き
は
る
と
か
や
で
。
甲
南
火
葬

場
へ
は
行
き
は
ら
へ
ん
ね
ん
て
。」、
と
言
っ

て
い
ま
し
た
。

　
伝
記
記
述
に
よ
る
と
、「
昭
和
三
十
四
年

八
月
四
日
午
前
一
時
十
分
逝
去
。『
納
棺
の

儀
』
は
八
月
四
日
午
後
一
時
三
十
分
、
御

影
本
宅
（
注
：
住
吉
邸
）
に
て
執
り
行
わ
れ
た
。

『
密
葬
の
式
』
は
八
月
六
日
午
前
十
時
よ
り

近
親
及
び
役
員
に
て
、
一
般
会
葬
者
百
四

十
名
を
数
え
た
」、
と
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、

「 『
社
葬
』
が
八
月
八
日
午
後
零
時
三
十
分
、

阿
倍
野
大
斎
場
に
て
行
わ
れ
た
。
そ
れ
に

先
立
ち
、
御
遺
骨
御
位
牌
は
同
日
午
前
九

時
四
十
分
御
影
本
宅
を
ご
出
発
、
工
場
、

研
究
所
、
道
修
町
を
通
り
、
午
後
零
時
阿

倍
野
斎
場
表
門
ご
到
着
」
と
あ
り
ま
す
。

　
筆
者
が
拝
見
し
た
の
は
恐
ら
く
八
月
六

日
の
『
密
葬
の
式
』
で
、
火
葬
の
た
め
住

吉
を
出
ら
れ
る
午
前
の
車
列
で
あ
っ
た
と

思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
日
、
御
遺
骨
と
な
ら
れ
、

住
吉
邸
に
戻
ら
れ
ま
し
た
。

　
八
日
朝
、
社
葬
の
た
め
、
住
吉
邸
に
別

れ
を
告
げ
大
阪
阿
倍
野
斎
場
へ
向
け
ご
出

発
さ
れ
ま
し
た
。

供
し
て
出
掛
け
た
と
い
う
感
じ
で
し
た
。

　
武
田
家
の
社
長
と
し
て
は
最
後
の
武
田

國
男
さ
ん
（
こ
の
あ
た
り
で
は
、「
ク
ニ
ボ

ン
」
が
通
称
。）
の
回
想
で
は
、「
祖
父
の

散
歩
に
よ
く
お
供
し
た
が
高
齢
の
た
め

ゆ
っ
く
り
歩
く
の
で
合
わ
せ
る
の
に
苦
労

し
た
」
と
述
懐
さ
れ
て
い
ま
す
。
因
み
に

お
兄
様
で
副
社
長
在
職
中
急
逝
さ
れ
た
彰

郎
さ
ん
は
、
通
称
「
ア
キ
ボ
ン
」
で
し
た
。

使
用
人
さ
ん
た
ち

　
男
衆
と
い
え
ば
、
武
田
家
で
は
二
、
三

写真⑦　31系統白鶴美術館前行き池床停留所直前。住吉中学校の北側。（岸氏提供）

写真⑧　31系統バス停「池床」の標柱。（岸氏提供）

掘
り
出
す
商
売
を
言
っ
た
。山
上
の
石
材
に

比
べ
て
、比
較
的
手
軽
に
掘
り
出
す
こ
と
が

出
来
、そ
の
上
に
御
影
石
の
世
間
の
評
価
が

良
い
た
め
、農
業
の
片
手
間
に
従
事
す
る
人

が
徐
々
に
増
え
て
い
っ
た
。

 

し
か
も
、本
村
で
は
、石
材
を
加
工
せ
ず
に

そ
の
ま
ま
売
り
出
す
こ
と
を
主
と
し
て
い

た
為
に
、非
常
に
都
合
が
よ
か
っ
た
の
で
あ

る
。石
材
を
細
工
し
て
、販
路
を
広
め
だ
し

た
の
は
、明
治
に
な
る
か
な
ら
ん
か
の
頃

だ
っ
た
。

石
材
の
採
掘
が
行
わ
れ
た
。そ
の
た
め
、村

の
業
者
た
ち
は
大
変
困
っ
て
し
ま
い
、代
官

所
へ
採
掘
の
制
限
を
す
る
よ
う
願
い
出
る
と

い
う
こ
と
も
あ
っ
た
と
の
こ
と
。

二
、堀
帳
場

　
い
わ
ゆ
る
あ
の「
慈
明
寺
流
れ
」の
後
は
、

「
山
帳
場
」に
対
し
て「
堀
帳
場
」と
い
う
の
が

盛
ん
に
な
っ
た
。こ
れ
は
、観
音
林
や
反
高
林

等
で
、大
洪
水
に
よ
り
山
地
か
ら
押
し
流
さ

れ
て
来
て
、地
中
に
埋
没
し
て
い
る
石
材
を

出
し
て
い
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。

　
そ
の
後
、
豊
臣
秀
吉
の
頃
、「
御
影
石
は
、

荒
神
山
の
石
材
が
全
国
で
第
一
番
と
し
て
採

掘
さ
れ
た
」
と
の
説
も
あ
る
。

　※

天
火
明
命
（
ア
メ
ノ
ホ
ア
カ
リ
）

　
　
日
本
神
話
に
登
場
す
る
神
の
ひ
と
つ
。

　
天
火
明
命
の
子
孫
は
「
天
孫
族
」
と
呼

　
ば
れ
る
。

一
、  

山
帳
場
　
　
　
　   （
写
真
①
　
②
）

　
山
地
で
石
材
を
採
掘
す
る
場
所
を
「
山

帳
場
」
と
言
っ
て
、
そ
の
帳
場
を
経
営
す
る

人
を
親
方
と
呼
ん
だ
。（
親
方
で
早
く
か
ら
最

も
有
名
で
あ
っ
た
の
は
、
一
郎
太
夫
（
い
ち
ろ
う

た
い
ふ
）＝
現
吉
田
区
の
長
谷
川
氏
の
祖
先
）

　
そ
の
太
夫
の
名
は
五
位
の
通
称（
律
令
時

代
に
、従
五
位
・
正
五
位
の
位
人
は
、格
別
に

優
遇
さ
れ
て
の
生
活
だ
っ
た
）と
な
っ
て
い
た

か
ら
、そ
の
位
か
ら
み
て
、当
家
の
昔
は
、石

棺
を
造
る
役
人
と
し
て
専
ら
官
邸
に
ご
奉

公
を
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
さ
て
、荒
神
山
の
石
材
の
採
掘
は
、約
二

百
八
十
年
前
の
享
保
年
間（
江
戸
時
代
の
中

期
＝
一
七
一
六
〜
一
七
三
六
）の
頃
が
、最
も

盛
ん
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　
同
鉱
山
の
採
掘
場
で
あ
っ
た
所
に
行
く
と
、

昔
の
様
子
が
い
く
ら
か
偲
ば
れ
る
。そ
の
採

掘
場
の
名
に
倣
っ
て
、各
地
で
同
じ
よ
う
に

　
お
寺
へ
参
れ
ば
、
山
門
近
く
の
左
右
の
門

柱
に
〇
〇
山
　
〇
〇
寺
と
刻
し
た
石
柱
が
。

そ
し
て
、
お
宮
へ
参
れ
ば
、
大
き
な
鳥
居
が
。

そ
の
先
に
は
、
何
対
か
の
石
燈
籠
が
並
ぶ
。

そ
れ
ら
の
全
て
が
、
あ
の
御
影
石
が
材
と

な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　
何
故
こ
の
よ
う
に
、
石
材
の
多
く
が
御

影
石
な
の
だ
ろ
う
か
？
　
何
時
頃
か
ら
こ
の

よ
う
に
御
影
石
が
重
宝
が
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？
　
残
念
な
が
ら
そ
の

資
料
が
な
い
た
め
知
る
由
も
な
い
。

　
し
か
し
、
隣
の
石
屋
村
（
御
影
石
町
）
は
、

天
火
明
命
の
後
裔
（
ア
メ
ノ
ホ
ア
カ
リ
の

子
孫
）
で
あ
る
石
作
連
（
イ
シ
ヅ
ク
リ
ノ
ム

ラ
ジ
）
の
一
族
が
、
石
棺
を
造
る
職
人
の
長

と
し
て
代
々
こ
こ
に
居
を
構
え
、
他
所
か

ら
入
居
す
る
の
を
許
さ
な
か
っ
た
所
と
伝
え

ら
れ
る
。

　
又
、
聖
徳
太
子
が
、
御
父
・
用
明
天
皇

の
御
陵
を
築
造
さ
れ
、
そ
し
て
、
大
阪
・

天
王
寺
の
伽
藍
（
寺
院
・
僧
房
）
建
立
の
時
、

「
質
の
良
い
石
材
を
求
め
ら
れ
て
、
ど
こ
の

産
が
い
い
か
調
査
さ
れ
た
結
果
、
住
吉
村
の

御
影
石
が
優
れ
て
い
て
、
選
ば
れ
る
。」
と

い
う
大
変
な
光
栄
を
受
け
た
と
の
伝
説
が

あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、

少
な
く
と
も
、
遠
い
昔
の
奈
良
時
代
以
前

よ
り
、
住
吉
村
で
は
質
の
良
い
石
材
を
産

住
吉
荒
神
山
が
　
本
場
の
御
影
石
！

写真①　住吉荒神山の「山帳場」御影石切り出し場

住
吉
歴
史
資
料
館
事
業
推
進
委
員
　
松
尾 

敏
弘

い
け
ど
こ

か
し
わ
ど

こ
う
え
い

な
ら
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滞
在
。
そ
う
し
て
、
助
三
郎
と
対
面
し
、

亀
碑
の
下
壇
の
周
り
や
高
さ
を
、
上
壇
も

同
じ
よ
う
に
周
り
や
高
さ
を
測
り
、
下
壇

の
石
は
八
つ
、
上
壇
の
石
四
つ
は
上
を
磨
き
、

切
り
合
っ
て
銅
の
チ
キ
リ
（
石
を
継
ぐ
た
め
に

埋
め
込
む
も
の
）
を
す
き
間
な
く
入
れ
、
地

震
や
落
雷
に
耐
え
ら
れ
る
よ
う
に
等
、
色
々

施
工
法
に
注
文
を
付
け
て
依
頼
を
さ
れ
た
。

石
工
の
権
三
郎
は
、
確
と
請
負
っ
て
、
住
吉

に
帰
る
。

　
そ
の
後
、
住
吉
の
石
工
大
勢
寄
り
合
い
、

石
を
割
り
、
粗
方
の
大
き
さ
の
も
の
を
こ

し
ら
え
て
、
舟
で
神
戸
へ
搬
送
す
る
用
意
ま

で
し
た
。

　
佐
々
助
三
郎
は
、
一
泊
し
た
り
二
泊
し
た

り
、
時
に
は
日
帰
り
で
石
の
色
を
何
度
も

し
た
こ
と
が
「
楠
公
石
碑
建
立
由
来
記
」（
廣

嚴
寺
の
千
嚴
和
尚
の
記
録
）
に
残
っ
て
い
る
。

　※

廣
嚴
寺
（
こ
う
ご
ん
じ
）＝
神
戸
市
中
央

　
　
区
に
あ
る
臨
済
宗
の
寺
。
後
醍
醐
天
皇
の

　
　
創
立
と
も
伝
え
ら
れ
る
。

　
　
一
三
三
六
年
楠
木
正
成
ら
一
族
が
自
刃
し
た

　
　
寺
。
俗
称
楠
寺

　
そ
れ
に
よ
る
と
、
元
禄
五
年
（
江
戸
時
代
・

一
六
九
ニ
年
）
六
月
二
日
に
、水
戸
の
近
臣
（
主

君
の
そ
ば
近
く
に
仕
え
る
家
来
）
佐
々
助
三
郎

が
廣
嚴
寺
に
来
た
。
水
戸
黄
門
公
よ
り
の

仰
せ
付
け
に
て
、
楠
公
の
墓
を
修
理
し
、

小
さ
い
石
碑
を
建
て
た
い
と
の
由
。
そ
こ
で
、

下
津
に
石
工
を
呼
び
寄
せ
、
そ
の
旨
を
申

し
付
け
、
攝
津
の
国
住
吉
へ
人
を
使
わ
せ
た
。

そ
の
石
工
は
、
権
三
郎
と
称
し
て
三
日
間

も
制
限
さ
れ
、
石
碑
・

燈
籠
・
銅
像
の
台
石
・

建
築
要
部
の
装
飾
等
に

多
く
使
用
さ
れ
た
。
そ

う
し
て
、
そ
れ
ら
の
残

り
は
か
す
石
と
は
い
っ
て

も
、
堅
く
て
丈
夫
で
あ

る
か
ら
、
実
用
的
な
石

臼
や
粉
ひ
き
の
臼
に
、

さ
ら
に
は
一
般
建
築
の
土

木
用
に
役
立
た
せ
ら
れ

た
。

　
因
み
に
、
本
場
御
影

石
は
そ
の
質
の
良
い
こ
と

に
依
っ
て
、
随
分
と
貴
顕

名
門
（
身
分
が
高
く
て
名

高
い
人
）
た
ち
の
石
碑
や

銅
像
台
石
と
し
て
使
用

さ
れ
て
有
名
に
な
っ
て
い

る
。

　
そ
の
一
例
を
挙
げ
る
と

（一）
楠
公
石
碑
の
台
石
　

　
　
　  （
写
真
④
）

　
徳
川
光
圀
公
（
水
戸
徳

川
家
の
第
二
代
藩
主
で
徳
川
家
康
の
孫
・
水
戸

黄
門
）
が
建
設
に
あ
た
っ
た
「
楠
公
の
石
碑
」

は
、
湊
川
神
社
の
境
内
に
あ
る
あ
の
有
名

な
「
嗚
呼
忠
臣
楠
子
之
墓
」
の
台
石
で
、

そ
の
一
切
が
、
御
影
石
で
あ
る
こ
と
は
「
攝

津
名
所
図
会
」
に
も
出
て
い
る
。

　
徳
川
光
圀
公
の
家
来
・
佐
々
助
三
郎
（
す

け
さ
ん
）
が
こ
の
建
設
に
当
た
り
、
度
々

本
村
住
吉
村
を
訪
れ
、
自
ら
、
そ
の
石
材

の
品
質
を
厳
重
に
吟
味
し
て
選
び
、
使
用

浜
か
ら
、
阪
神
方
面
は
勿
論
、
名
古
屋
や

江
戸
方
面
へ
も
送
ら
れ
た
。
住
吉
産
の
花
崗

岩
が
、
御
影
石
と
し
て
名
を
挙
げ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
一
つ
に
そ
の
積
出
し
地
に
因
る

も
の
で
あ
る
。

五
、  

用
　
　
途

　
本
場
御
影
石
は
、
前
記
の
通
り
質
は
良
く
、

し
か
も
堅
く
て
丈
夫
で
は
あ
る
が
、
そ
の

石
材
が
比
較
的
小
さ
い
の
で
用
途
と
し
て

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
山
帳
場
に
は
伝
統

を
誇
る
親
方
衆
が
居
て
、
そ
の
下
に
は
、

石
の
採
掘
に
従
事
す
る
人
た
ち
、
又
、
運

搬
を
職
業
と
す
る
人
た
ち
等
、
本
村
で
は

随
分
多
く
の
人
た
ち
が
、
こ
の
名
産
御
影

石
を
中
心
と
し
て
生
活
を
し
て
い
た
。

三
、  

御
影
石
の
特
性

　
御
影
石
の
中
で
も
、
特
に
本
場
御
影
と

呼
ば
れ
て
最
も
良
い
も
の
は
、
本
村
住
吉

村
の
荒
神
山
（
住
吉
台
）
か
ら
産
出
す
る

も
の
で
、
通
常
の
花
崗
岩
と
は
異
な
っ
て
い

る
。

　
正
長
石
・
石
英
及
び
黒
雲
母
の
外
に
、

少
し
斜
長
石
が
混
じ
っ
た
黒
雲
母
花
崗
岩
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
黒
雲
母
は
少
な
く
、

長
石
は
淡
い
紅
色
を
し
て
、
外
観
が
美
し
く
、

そ
の
上
に
錆
が
出
る
こ
と
も
少
な
い
の
で
装

飾
用
と
し
て
重
宝
が
ら
れ
た
。

　「
名
産
御
影
石
」
に
つ
い
て
、「
攝
津
名
所

図
会
」
に
よ
る
と

　「
武
庫
の
山
中
よ
り
多
く
出
る
。
御
影
村

の
石
工
、
山
に
入
り
て
切
り
出
し
、
京
都
・

大
阪
そ
し
て
畿
内
の
広
く
で
、
石
橋
・
伽

藍
の
礎
石
を
、
さ
ら
に
、
鳥
居
・
燈
籠
・

手
水
鉢
ま
で
こ
の
石
を
以
て
造
る
。
昔
よ

り
切
り
出
す
に
、
山
中
広
く
し
て
際
限
な

し
。」
と
あ
る
。

　※

（
畿
内
＝
歴
代
の
皇
居
が
置
か
れ
た
、

　
　
山
城
・
大
和
・
河
内
・
和
泉
・
攝
津

　
　
の
五
か
国
の
総
称
）

四
、  

運
　
　
搬
　
　
　
　
　（
写
真
③
）

　
山
か
ら
掘
り
出
し
た
石
材
を
運
搬
す
る

こ
と
は
、
大
変
手
間
の
か
か
る
こ
と
だ
っ
た
。

そ
こ
で
特
に
、
有
馬
道
街
道
へ
出
る
ま
で
の

狭
い
急
な
坂
道
で
は
、
木
の
丸
太
の
こ
ろ
を

た
く
さ
ん
使
い
、
そ
し
て
、
少
し
広
い
道
に

出
て
か
ら
は
、
特
別
に
し
つ
ら
え
た
車
台
の

低
い
ね
こ
車
や
ご
ろ
た
車
を
使
っ
て
運
搬
し

た
。
そ
し
て
、
時
に
は
、
何
頭
か
の
牛
の

力
を
借
り
て
、
御
影
の
浜
や
住
吉
の
浜
ま

で
運
ん
で
行
っ
た
。

　（
当
時
、
ご
ろ
た
と
い
う
石
車
の
通
っ
た

今
の
有
馬
道
の
こ
と
を
、
別
名
ご
ろ
た
道
と

呼
ん
だ
。）

　
こ
れ
ら
は
、
一
般
の
石
材
を
積
み
出
し
て

い
く
仕
方
で
あ
る
が
、
そ
の
石
材
が
、
特
に

高
貴
な
方
の
御
用
材
で
あ
る
時
に
は
、
車

の
上
に
厳
め
し
く
「
何
々
様
御
用
」
の
木

札
を
掲
げ
て
下
っ
て
行
っ
た
。
そ
れ
が
無
事

に
浜
ま
で
運
び
出
さ
れ
た
時
に
は
、
親
方

は
鏡
（
酒
樽
の
ふ
た
）
を
抜
い
て
、
人
夫

た
ち
に
祝
い
酒
を
振
る
舞
っ
た
と
い
う
念
の

入
れ
よ
う
で
あ
っ
た
と
。

　
さ
ら
に
、
遠
方
へ
の
積
出
し
は
船
に
依
っ

て
い
た
が
、
住
吉
浜
は
浅
く
て
、
船
付
き

に
は
不
適
で
あ
っ
た
た
め
、
多
く
は
御
影
の

写真③　御影石の牛車での運送「攝津名所図会」寛政十年（1799年）刊行

写真④　湊川神社の楠木正成の墓所台座石。
　　　　その上に亀が乗り碑文石を背負っている。

写真②　荒神山採石場の青写真昭和13年（1938）頃　写真①は黄色のマルの所　写真右側が北の方角

写真①（5ページ参照）

北

西

東

南

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　    

と
う
ろ
う

ち
ょ
う
ず
ば
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

き  

け
い

め
い
も
ん

い
か
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家
・
九
条
家
・
鷹
司

家
・
一
条
家
・
二
条

家
の
五
家
）
の
筆
頭

で
あ
っ
た
こ
と
が
大

き
く
作
用
し
た
こ
と

は
言
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。

　

天
保
五
年
の
年
貢

酒
販
売
開
始
時
に
は
、

京
都
の
酒
造
人
に
伊

丹
酒
の
売
り
捌
き
を

任
せ
る
こ
と
に
な
り
、

販
売
樽
数
は
三
七
五

〇
樽
と
決
定
さ
れ
た

よ
う
で
す
。
天
保
十

年
に
は
、
幕
府
か
ら

の
許
可
を
得
ず
に
、

京
都
に
加
え
さ
ら
に

江
戸
へ
も
二
五
〇
〇

樽
を
廻
送
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
    2）
。

摂
津
国
・
和
泉
国
で

醸
造
さ
れ
る
酒
の
主

要
な
市
場
は
一
大
消

費
地
た
る
江
戸
で

あ
っ
た
た
め
、
酒
造

制
限
下
に
お
け
る
江

戸
へ
の
酒
廻
送
樽
数

れ
の
個
別
領
主
が
有
し
て
い
る
た
め
、
米

で
は
な
く
酒
を
年
貢
と
し
て
納
め
さ
せ
る

こ
と
も
、
領
主
で
あ
る
近
衛
家
の
裁
量
に

よ
り
可
能
で
あ
っ
た
の
で
す
。

　

伊
丹
郷
で
は
天
保
五
（
一
八
三
四
）
年
か

ら
幕
府
に
よ
る
認
可
を
受
け
て
、
京
都
に

お
け
る
年
貢
酒
の
販
売
を
開
始
し
て
い
ま

す
    1）

。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
天
保
四
年
か
ら

の
飢
饉
の
影
響
に
よ
り
、
同
四
年
か
ら
十

三
年
に
か
け
て
幕
府
が
毎
年
厳
し
い
酒
造

制
限
令
を
発
令
す
る
中
で
、
京
都
と
い
う

販
路
の
確
保
と
制
限
を
超
え
た
酒
生
産
が

可
能
に
な
っ
た
と
い
う
点
で
す
。
米
穀
市
場

お
よ
び
米
価
の
調
整
の
た
め
、
江
戸
時
代

を
通
し
て
幕
府
は
し
ば
し
ば
酒
造
制
限
を

課
し
、
大
規
模
な
飢
饉
発
生
時
に
は
よ
り

厳
し
い
制
限
と
な
り
ま
し
た
。
伊
丹
郷
に

お
け
る
「
年
貢
酒
」
政
策
の
開
始
は
、
本

来
は
負
担
で
あ
る
年
貢
を
酒
造
家
の
利
益

に
替
え
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
た
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。

　

さ
ら
に
、
江
戸
時
代
、
京
都
町
中
で
は

山
城
国
以
外
か
ら
の
酒
の
流
入
・
売
買
は

原
則
と
し
て
禁
止
さ
れ
て
い
た
た
め
、
伊

丹
酒
の
販
売
認
可
は
画
期
的
な
こ
と
で
し

た
。
こ
れ
に
は
領
主
で
あ
る
近
衛
家
が
、

公
家
の
中
で
は
最
も
格
式
の
高
い
五
摂
家

（
摂
政
・
関
白
に
就
任
で
き
る
家
で
、
近
衛

た
。
や
が
て
寛
文
元
年
（
一
六
六
一
年
）
に

伊
丹
郷
町
は
近
衛
家
領
と
な
り
、
江
戸
時

代
前
期
に
は
江
戸
積
み
酒
造
地
と
し
て
発

展
し
て
い
き
ま
す
。
近
衛
家
は
伊
丹
郷
町

を
も
っ
と
も
ま
と
ま
っ
た
領
知
と
し
た
た
め
、

そ
の
酒
造
業
を
保
護
・
奨
励
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
江
戸
時
代
半
ば
以
降
の
灘
目
酒

造
業
の
台
頭
や
、
伊
丹
酒
造
業
の
技
術
的

遅
れ
、
酒
造
経
営
資
本
の
脆
弱
性
な
ど
を

要
因
と
し
て
、
一
八
四
五
年
頃
か
ら
伊
丹
酒

造
業
は
大
き
な
衰
退
を
見
せ
て
い
く
の
で
す
。

【
表
】
は
、
各
酒
造
地
よ
り
江
戸
に
入
荷
し

た
酒
樽
数
の
推
移
を
示
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
伊
丹
郷
に
お
い
て

は
領
主
近
衛
家
の
も
と
で
独
自
の
酒
造
政

策
を
展
開
し
て
い
き
ま
し
た
。

伊
丹
郷
で
の
「
年
貢
酒
」
政
策

　

江
戸
時
代
後
期
か
ら
幕
末
期
に
か
け
て

の
伊
丹
郷
独
自
の
酒
造
政
策
と
し
て
、
年

貢
酒
政
策
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。「
年
貢
酒
」

と
は
、
表
向
き
は
伊
丹
郷
酒
造
家
よ
り
近

衛
家
に
対
し
年
貢
と
し
て
酒
を
納
め
る
と

い
う
こ
と
で
す
が
、
そ
の
実
態
は
規
定
の

酒
造
石
高
を
超
え
て
酒
造
を
行
な
い
、
京

都
・
江
戸
で
売
り
捌
く
と
い
う
も
の
で
し
た
。

実
際
の
年
貢
は
年
貢
酒
と
は
別
に
徴
収
さ

れ
て
い
ま
す
。
年
貢
徴
収
の
権
限
は
そ
れ
ぞ

近
衛
家
領
と
し
て
の
伊
丹
郷
町

　

江
戸
時
代
の
近
畿
地
方
は
、
多
数
の
領

主
が
あ
ま
り
広
域
で
な
い
所
領
を
持
ち
、

さ
ら
に
転
封
も
珍
し
く
な
か
っ
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
錯
綜
し
た
領
主
支
配
と
な
っ
て
い

た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に
天
皇
・

公
家
の
居
所
で
あ
る
京
都
周
辺
は
、
禁
裏

領
・
公
家
領
が
あ
っ
た
こ
と
が
特
徴
的
な
所

領
配
置
と
な
っ
て
い
ま
す
。
彼
ら
は
将
軍
か

ら
領
知
を
あ
て
が
わ
れ
て
お
り
、
幕
府
や

大
名
と
同
様
に
領
主
と
し
て
所
領
支
配
を

行
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
特
に
公
家
領
に
関

し
て
は
そ
の
実
態
は
あ
ま
り
明
ら
か
に
な
っ

て
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
江
戸
時
代
の
公

家
領
の
一
つ
で
あ
る
摂
津
国
川
辺
郡
伊
丹
郷

町
（
近
衛
家
領
、
現
在
の
伊
丹
市
中
心
部
）

に
お
け
る
、
近
衛
家
に
よ
る
酒
造
政
策
に
焦

点
を
あ
て
、
支
配
の
一
事
例
を
明
ら
か
に
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

伊
丹
郷
町
は
、
戦
国
時
代
は
荒
木
村
重

の
居
城
で
あ
る
有
岡
城
の
城
下
町
と
し
て

繁
栄
し
、
荒
木
が
織
田
信
長
に
よ
っ
て
討
た

れ
た
後
は
、
有
岡
城
は
池
田
氏
の
居
城
と

な
り
ま
す
。
江
戸
時
代
に
な
る
と
城
は
な

く
な
り
ま
す
が
、
旧
城
下
町
は
そ
の
後
も

町
場
の
ま
ま
残
り
、
地
域
経
済
の
核
と
し

て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。
そ
こ
で

町
の
基
幹
産
業
と
な
っ
た
の
が
酒
造
業
で
し

用
を
か
け
て
、
無
事
東
京
へ
送
付
さ
せ
て
頂

き
、
参
謀
本
部
の
構
内
に
て
宮
殿
下
の
御

勇
姿
を
負
う
こ
と
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

以
上
の
よ
う
に
、
徳
川
光
圀
公
を
は
じ
め
、

近
臣
の
佐
々
助
三
郎
、
石
工
の
権
三
郎
等

実
に
多
く
の
人
手
と
知
恵
と
、
そ
れ
に
多

大
な
日
時
と
費
用
を
か
け
て
、
楠
公
の
石

碑
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　

又
、

有
栖
川
宮
熾
仁
親
王
の
銅
像
台
石
に
お
い
て

も
、
住
吉
村
そ
し
て
石
本
徳
三
郎
氏
等
が

巨
額
の
私
財
を
拠
出
し
て
・
・
・
等
々
、

同
様
の
こ
と
が
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

こ
れ
ら
は
、
そ
れ
ら
の
石
碑
が
・
台
石
が
、

如
何
に
霊
魂
を
尊
敬
し
て
建
立
さ
れ
た
か

を
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、
更
に
、
使
わ
れ
た
材

が
御
影
石
だ
っ
た
の
で
す
。
実
に
名
誉
あ
る

こ
と
と
共
に
、
使
わ
れ
た
石
材
が
、
ど
こ

の
産
に
も
劣
ら
な
い
最
良
の
材
質
で
あ
っ
た

か
ら
だ
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

り
三
十
石（
約
四
・
五
ト
ン
）の
舟
に
乗
り
上
京
。

水
戸
様
の
御
用
屋
敷
で
佐
々
助
三
郎
・
佐

藤
常
祐
と
対
面
し
て
、
碑
が
完
成
し
供
養

も
終
了
し
た
こ
と
に
感
謝
し
て
礼
状
を
進

呈
さ
れ
た
。

　

十
一
月
十
九
日
、
佐
々
助
三
郎
・
岡
村 

元
春
等
石
工
た
ち
六
人
が
京
よ
り
下
り
、

石
碑
の
背
面
の
讃
え
る
言
葉
を
写
し
て
、

助
三
郎
・
元
春
の
二
人
は
京
へ
帰
る
。

　

十
一
月
二
十
ニ
日
、
石
工
た
ち
は
石
碑
の

背
面
に
、
楠
公
様
を
讃
え
る
言
葉
を
彫
り

刻
む
。

　

十
二
月
二
十
一
日
、
無
事
全
て
が
完
成
。

石
工
た
ち
六
人
、
京
へ
帰
る
。

（二）
有
栖
川
宮
殿
下
御
銅
像
台
石  （
写
真
⑤
）

　

明
治
維
新
で
大
変
な
手
柄
を
挙
げ
ら
れ

た
有
栖
川
宮
熾
仁
親
王
（
あ
り
す
が
わ
の
み

や
た
る
ひ
と
し
ん
の
う
）
は
、
明
治
二
十
八

年
一
月
（
一
八
九
五
年
）
に
ご
逝
去
さ
れ
た
。

そ
れ
に
際
し
て
、
大
山 

・ 

山
縣 

・ 

西
郷 

・ 

川
上 

・ 

伊
藤
・
寺
内
等
の
陸
海
軍
の
将
校

た
ち
が
思
い
立
た
れ
て
、
御
銅
像
が
建
設

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

そ
れ
を
知
っ
た
本
村
住
吉
村
で
は
、
西
谷

山
の
通
称
重
箱
山
か
ら
産
出
し
た
巨
石
を
、

こ
の
銅
像
の
台
石
と
し
て
寄
付
さ
せ
て
欲

し
い
と
申
し
入
れ
た
。

　

す
る
と
、
希
望
通
り
「
御
納
め
頂
き
た

い
。」
と
の
、
光
栄
な
返
事
を
頂
く
こ
と
に

な
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
石
本
徳
三
郎
氏
が
中
心
と
な
っ

て
こ
の
任
に
当
た
り
、
丸
三
年
の
日
月
と
約

六
千
円
（
今
の
約
二
千
三
百
万
円
）
の
費

彫
り
刻
み
、
鏡
を
納
め
入
れ
る
。

　

八
月
十
三
日
、
助
三
郎
・
石
工
共
に
帰

京
す
る
。

　

八
月
十
七
日
よ
り
、
先
に
納
め
た
碑
の

周
り
に
猪
垣
を
大
工
十
二
人
で
造
り
に
か
か

り
、
十
月
九
日
に
完
成
す
る
。

　

十
月
二
日
、
水
戸
黄
門
様
は
、
近
隣
の

僧
侶
た
ち
多
く
を
招
い
て
、
墓
碑
供
養
料

と
し
て
、
白
米
ニ
十
俵
（
三
十
七
万
円
〜
四

十
万
円
・
米
四
表
＝
一
両
）、
白
銀
百
枚
（
江

戸
時
代
、
銀
を
九
ｃ
ｍ
程
の
平
た
い
楕
円

形
に
延
ば
し
て
紙
に
包
み
多
く
は
贈
答
と

し
て
使
わ
れ
た
）
の
お
布
施
を
奉
拜
納
さ

れ
た
。

　

十
月
二
十
二
日
、
黄
門
様
は
、
大
阪
よ

確
か
め
た
。
そ
う
し
て
、
墓
地
の
松
や
梅

を
切
っ
て
、
地
形
を
見
や
す
く
し
て
、
住
吉

の
石
工
た
ち
に
、
あ
ら
か
じ
め
見
せ
て
お
い

た
。

　

七
月
十
九
日　

住
吉
の
石
工
た
ち
が
来

て
、
指
定
さ
れ
た
場
所
に
石
を
入
れ
、
古
い

石
塔
は
下
へ
埋
め
て
、
神
戸
の
浜
か
ら
牛
十

頭
に
石
を
牽
か
せ
て
、
墓
へ
運
び
入
れ
た
。

そ
の
後
、
石
工
三
十
五
人
が
来
て
、
小
屋

を
建
て
掛
け
、
石
を
切
っ
て
磨
く
。

　

八
月
六
日
に
上
下
壇
共
に
完
成
さ
せ
、

石
工
た
ち
は
住
吉
に
帰
っ
た
。

　

八
月
十
日
、
京
の
石
工
五
人
と
佐
々
助

三
郎
殿
が
、
碑
と
亀
を
運
び
入
れ
、
上
壇

に
上
げ
る
。
そ
う
し
て
、
亀
の
下
の
壇
を

加
藤 

明
恵

伊
丹
郷
の
酒
造
り
と
領
主
近
衛
家
　
京
都
に
上
っ
た
伊
丹
酒

神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科

住
吉
歴
史
資
料
館
専
門
委
員

【表】　幕末期、摂泉十二郷の江戸入津樽数の推移（『伊丹市史』第2巻、460・461頁より作成）

写真⑤　有栖川宮銅像台座石
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が
か
り
に
な
っ
た
と
い
え
ま
す
。

　
次
い
で
、
文
久
二
（
一
八
六
二
）
年
十
月

の
伊
丹
酒
造
家
の
京
都
で
の
酒
販
売
に
関

す
る
願
書
提
出
の
経
緯
を
見
て
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
同
年
二
月
に
伊
丹
年
貢
酒
の
半

量
を
江
戸
へ
廻
送
す
る
こ
と
が
許
可
さ
れ
た

も
の
の
、
参
勤
交
代
の
緩
和
と
各
藩
士
の

入
京
に
よ
り
江
戸
廻
送
が
裏
目
に
出
た
こ

と
は
先
述
し
た
通
り
で
す
が
、
こ
の
際
に

は
灘
酒
の
京
都
に
お
け
る
販
売
拡
大
が
危

惧
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
伊
丹
酒
を
江
戸
へ
廻

送
し
た
分
の
京
都
不
足
分
は
他
郷
か
ら
の

「
買
酒
」
で
補
填
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、
伊
丹
酒
造
家
は
願
書
の
中
で
以

下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。
従
来
は
伊
丹

郷
の
酒
が
年
貢
酒
販
売
の
制
度
に
よ
っ
て
京

都
で
の
販
売
権
を
得
て
お
り
、
他
郷
酒
造

地
が
う
ら
や
む
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

文
久
二
年
二
月
か
ら
他
郷
の
酒
を
買
い
入

れ
て
京
都
で
販
売
し
て
お
り
、
こ
の
時
分

に
至
っ
て
は
灘
目
あ
た
り
よ
り
も
っ
ぱ
ら
京

都
へ
酒
を
積
み
入
れ
る
と
い
う
話
が
あ
り
、

な
ん
と
も
嘆
か
わ
し
い
こ
と
で
あ
る
。
つ
い

て
は
、
従
来
通
り
京
都
で
の
他
国
酒
販
売

は
伊
丹
酒
の
一
手
販
売
と
し
て
ほ
し
い
。

　
伊
丹
酒
の
京
都
廻
送
不
足
分
に
つ
い
て
は
、

灘
目
の
他
に
も
南
山
城
や
近
江
の
酒
を
買
い

入
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
特
に

灘
酒
の
京
都
流
入
が
多
量
に
な
る
と
伊
丹

酒
造
家
が
考
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

京
都
に
お
け
る
伊
丹
酒
以
外
の
他
国
酒
販

売
の
公
認
自
体
が
問
題
な
の
で
は
な
く
、

こ
の
こ
と
に
よ
り
灘
酒
が
京
都
で
も
販
路

を
拡
大
し
て
い
く
点
を
問
題
視
し
て
い
る
と

丹
は
灘
目
の
よ
う
な
海
辺
と
は
違
い
内
陸
に

あ
る
た
め
、
江
戸
廻
船
へ
の
酒
荷
物
の
積
入

れ
が
大
変
不
便
な
場
所
と
な
っ
て
い
る
。
そ

の
た
め
灘
目
に
比
べ
て
酒
を
積
み
出
す
の
が

遅
く
な
っ
て
し
ま
い
、
江
戸
で
の
酒
荷
物
が

僅
少
に
な
り
酒
価
が
高
値
に
な
っ
て
い
る

ち
ょ
う
ど
そ
の
時
に
、
江
戸
へ
の
酒
入
荷
が

で
き
な
い
。
よ
っ
て
灘
目
の
よ
う
な
海
辺
か

ら
積
み
入
れ
る
酒
に
相
場
で
負
け
て
し
ま

う
、
と
い
う
も
の
で
す
。
加
え
て
、
大
坂
周

辺
で
伊
丹
酒
を
売
り
捌
こ
う
と
し
て
も
、

江
戸
に
お
け
る
伊
丹
酒
の
相
場
（
＝
入
荷

が
遅
い
た
め
に
酒
価
が
下
落
し
て
い
る
）
ま

で
酒
価
が
引
き
下
げ
ら
れ
、
低
価
格
で
の

取
引
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
要
因
の
一
つ

に
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
伊
丹
が
灘
目
と
違
い
内
陸
に
あ
る
と
い
う

地
理
的
条
件
に
よ
っ
て
、
江
戸
酒
相
場
に
お

い
て
灘
目
の
酒
よ
り
不
利
な
位
置
に
立
つ
こ

と
に
な
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
ま
た
、

大
坂
周
辺
の
酒
相
場
も
江
戸
酒
相
場
に
規

定
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
、
江
戸
酒

相
場
の
高
下
は
伊
丹
酒
造
家
の
経
営
状
況

を
大
き
く
左
右
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え

る
で
し
ょ
う
。
江
戸
積
み
酒
造
家
た
ち
は
、

酒
造
制
限
下
に
あ
る
中
で
江
戸
で
の
販
売

優
位
性
を
獲
得
す
る
こ
と
に
苦
心
し
て
い

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
伊
丹
酒
造
家
た
ち

は
領
主
の
立
場
を
利
用
し
、
幕
府
か
ら
京

都
で
の
年
貢
酒
販
売
の
認
可
を
得
る
こ
と

で
、
以
上
の
よ
う
な
灘
目
酒
造
業
に
競
り

負
け
て
い
る
状
況
を
打
開
し
よ
う
と
し
ま

し
た
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
結
果
的
に
、

江
戸
市
場
で
の
伊
丹
酒
販
売
量
増
大
の
足

し
た
が
、
新
た
に
三
年
に
一
年
ま
た
は
百
日

の
在
府
と
な
り
、
在
府
が
命
ぜ
ら
れ
て
い

た
大
名
の
妻
・
嫡
子
と
も
在
府
・
在
国
自

由
と
な
っ
た
の
で
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、

江
戸
に
お
け
る
武
家
人
口
が
減
少
す
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
、
江
戸
で
の
酒
消
費
量
が

落
ち
込
む
こ
と
が
推
測
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

同
年
八
月
頃
か
ら
諸
大
名
が
京
都
に
屋
敷

を
普
請
し
始
め
て
い
る
と
い
う
噂
も
伊
丹
周

辺
に
届
い
て
お
り
、
天
皇
の
命
に
よ
り
次
第

に
各
藩
の
藩
士
が
上
京
を
始
め
、
政
治
の

中
心
地
が
江
戸
か
ら
京
都
へ
と
移
っ
て
い
く

時
期
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
以
上
の
よ
う
な
政
情
変
化
に
よ
っ
て
、
従

来
も
っ
と
も
重
要
な
市
場
で
あ
っ
た
江
戸
に

対
し
、
新
た
に
有
力
な
市
場
と
し
て
京
都

が
浮
上
し
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
伊
丹
酒

造
家
た
ち
は
、
京
都
に
お
け
る
特
権
的
な

伊
丹
酒
の
販
売
維
持
の
た
め
、
京
都
で
の
酒

販
売
独
占
を
出
願
し
た
の
で
す
。
結
局
、
近

衛
家
は
他
郷
か
ら
の
「
買
酒
」
を
続
け
ま
し

た
が
、
こ
れ
ま
で
の
伊
丹
郷
に
お
け
る
年
貢

酒
政
策
の
展
開
に
関
し
て
は
、
灘
目
酒
造
業

へ
の
対
抗
が
大
き
く
か
か
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

灘
目
酒
造
業
へ
の
対
抗
を
め
ぐ
る 

「
年
貢
酒
」
政
策

　
ま
ず
、
年
貢
酒
政
策
を
開
始
す
る
に
至
っ

た
要
因
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。
大
き
な
要
因

は
伊
丹
酒
造
業
の
停
滞
で
し
た
が
、
京
都

で
の
年
貢
酒
販
売
を
担
当
し
て
い
た
伊
丹

町
人
が
慶
応
四
（
一
八
六
八
）
年
八
月
に
記

し
た
年
貢
酒
の
由
緒
書
    5）
か
ら
、
よ
り
詳
細

な
事
情
が
分
か
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
伊

の
増
量
は
、
伊
丹
酒
造
業
に
と
っ
て
非
常
に

有
利
に
働
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
江
戸
で

の
酒
販
売
量
の
増
量
に
加
え
、
酒
造
制
限
に

よ
る
江
戸
市
場
へ
の
酒
供
給
量
の
減
少
が
酒

価
の
高
騰
を
招
い
た
こ
と
で
、
多
大
な
酒

収
益
を
見
込
む
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
す
。

　
こ
の
後
、
天
保
十
二
年
か
ら
嘉
永
六
（
一

八
五
三
）
年
に
か
け
て
の
株
仲
間
解
散
に

よ
っ
て
、
京
都
で
の
伊
丹
酒
販
売
が
特
権
で

な
く
な
る
と
い
っ
た
混
乱
が
生
じ
る
こ
と
、

や
は
り
市
場
と
し
て
は
江
戸
が
最
大
で
あ
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
伊
丹
郷
は
年
貢
酒
の
江

戸
廻
送
を
強
く
志
向
し
て
い
き
ま
す
。
文

久
二
（
一
八
六
二
）
年
二
月
に
は
、
従
来
近

衛
家
へ
納
め
て
き
た
年
貢
酒
、
す
な
わ
ち
京

都
販
売
分
の
年
貢
酒
の
半
量
を
江
戸
積
み

に
振
り
向
け
る
こ
と
が
幕
府
か
ら
認
め
ら

れ
ま
し
た
    3）
。
こ
れ
に
よ
り
伊
丹
酒
の
京
都

販
売
量
が
半
減
す
る
わ
け
で
す
が
、
不
足

分
は
灘
目
や
南
山
城
（
伏
見
と
思
わ
れ
る
）・

近
江
か
ら
の「
買
酒
」で
納
め
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
他
郷
の
酒
を
買
い
入
れ
て
京
都

で
販
売
す
る
と
い
う
選
択
を
し
て
も
な
お
、

江
戸
で
の
酒
販
売
量
を
増
加
さ
せ
る
こ
と

は
伊
丹
酒
造
家
の
利
益
と
な
っ
た
こ
と
が
う

か
が
え
ま
す
。

　
し
か
し
同
年
十
月
、
従
来
の
年
貢
酒
江

戸
廻
送
が
政
治
状
況
の
変
化
に
よ
り
裏
目

に
出
、
京
都
で
の
酒
販
売
が
優
位
に
な
り
つ

つ
あ
る
こ
と
が
、
伊
丹
酒
造
家
か
ら
伊
丹

町
役
人
へ
提
出
さ
れ
た
願
書
    4）
か
ら
分
か
り

ま
す
。
こ
と
の
発
端
は
同
年
閏
八
月
の
参

勤
交
代
の
緩
和
で
し
た
。
諸
大
名
は
一
年
交

代
で
国
許
と
江
戸
と
を
行
き
来
し
て
い
ま

行
お
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
江
戸
時
代
の
公
家
は
、
五
摂
家
筆
頭
の

近
衛
家
と
い
え
ど
も
そ
の
領
地
石
高
は
三

〇
〇
〇
石
に
も
満
た
ず
、
わ
ず
か
な
領
知

か
ら
の
収
入
で
家
政
を
運
営
す
る
必
要
が

あ
り
ま
し
た
。
幸
い
に
も
近
衛
家
は
、
産

業
が
発
達
し
貨
幣
経
済
の
進
展
し
た
伊
丹

郷
町
を
所
領
と
す
る
こ
と
が
で
き
、
豊
か

な
財
政
基
盤
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
江
戸
時
代
後
期

の
社
会
変
動
に
よ
り
そ
の
財
政
基
盤
が
ゆ

ら
ぎ
始
め
た
と
き
、
近
衛
家
は
自
家
と
領

下
双
方
の
経
済
的
安
定
を
保
つ
た
め
、
独

自
の
経
済
政
策
で
あ
る
年
貢
酒
政
策
を
推

進
し
て
い
き
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
な
お
灘

目
酒
造
業
へ
の
対
抗
策
と
し
て
は
不
十
分
で

し
た
が
、
公
家
領
で
あ
る
と
い
う
政
治
的

特
質
が
、
幕
領
や
諸
藩
領
と
は
異
な
る
、

地
域
基
幹
産
業
の
生
産
・
流
通
の
特
質
を

生
み
出
し
た
と
い
う
点
を
強
調
し
て
お
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
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史
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丹
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九
年
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京
都
町
触
研
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会
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京
都
町
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集
成
』
第
十
巻
、

一
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八
四
。

  2）
　「
御
年
貢
酒
江
戸
積
の
儀
に
つ
き
内
達
」（『
伊
丹

酒
造
組
合
文
書
史
料
集
』
史
料
番
号
六
三
）。

  3）
　
京
都
町
触
研
究
会
編『
京
都
町
触
集
成
』第
十
二
巻
、

一
一
八
七
。

  4）
　「
伊
丹
酒
造
関
係
書
留
帳
　
抄
出
」（『
伊
丹
市
史
』

第
四
巻
、
五
五
四
頁
、
伊
丹
市
図
書
館
文
書
）。

  5）
　
小
西
新
右
衞
門
氏
文
書
（
近
代
編
）Ⅷ
ー
三
（
小

西
酒
造
株
式
会
社
蔵
、
伊
丹
市
立
博
物
館
寄
託
）。

  6）
　「
乍
恐
奉
願
口
上
書
」（
黒
松
家
資
料（
一
）三
．領
主

財
政
ー
一
九
、
池
田
市
立
歴
史
民
族
資
料
館
所
蔵
）。

た
。
摂
津
国
・
和
泉
国
の
江
戸
積
み
酒
造

仲
間
で
あ
る
摂
泉
十
二
郷
に
お
い
て
、
近

世
中
期
以
降
最
大
の
酒
造
地
は
灘
目
で
し

た
。
幕
末
期
に
お
い
て
も
依
然
と
し
て
灘

酒
の
江
戸
入
津
樽
数
は
高
い
割
合
を
占
め

て
お
り
、
伊
丹
郷
を
始
め
と
す
る
摂
泉
の

酒
造
地
は
灘
目
酒
造
業
へ
の
対
抗
策
に
迫
ら

れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
し
か
し
江
戸
時
代
中
期
以
降
、
摂
泉
十

二
郷
は
伊
丹
を
除
く
と
有
力
な
酒
造
地
の

多
く
が
灘
目
と
同
様
に
幕
府
領
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
領
主
支
配
の
中
で
、
伊
丹
郷

は
近
衛
家
領
で
あ
る
こ
と
を
利
用
し
、
ま

た
近
衛
家
も
家
領
の
繁
栄
と
冥
加
金
に
よ

る
自
家
の
収
入
拡
大
を
狙
っ
て
「
年
貢
酒
」

と
い
う
独
自
の
政
策
を
推
し
進
め
て
い
く
こ

と
に
な
る
の
で
す
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
文

久
二
（
一
八
六
二
）
年

に
一
〇
〇
〇
石
分
が
九

条
家
領
と
な
っ
た
摂
津

国
池
田
村
で
は
、
元
治

元
（
一
八
六
四
）
年
八

月
に
、
伊
丹
郷
と
同
様

に
年
貢
酒
の
売
り
捌
き

を
行
い
た
い
と
九
条
家

へ
出
願
し
て
い
ま
す
    6）

。

池
田
村
も
江
戸
時
代
前

期
に
繁
栄
し
た
江
戸
積

み
酒
造
地
で
し
た
。
幕

府
領
か
ら
公
家
領
へ
と

支
配
の
転
換
が
あ
っ
た

こ
と
で
、
領
主
は
異
な

る
が
公
家
領
で
あ
る
伊

丹
郷
と
同
様
の
政
策
を

公
家
と
の
関
係
性
は
、
儀
礼
的
な
関
係
や

婚
姻
関
係
、
幕
末
期
に
お
け
る
政
治
的
関

係
を
中
心
に
従
来
研
究
さ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
今
後
は
公
家
領
主
が
領
下
や
京
都
で

展
開
し
た
（
し
よ
う
と
し
た
）
流
通
・
経

済
政
策
と
、
そ
れ
へ
の
幕
府
の
関
与
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
が
課
題
と
な
る
で
し
ょ
う
。

江
戸
時
代
で
は
幕
末
期
ま
で
政
治
的
な
実

権
を
ほ
と
ん
ど
持
っ
て
い
な
か
っ
た
と
さ
れ

る
天
皇
・
公
家
た
ち
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
領

知
を
将
軍
か
ら
あ
て
が
わ
れ
た
個
別
領
主

で
あ
り
、
そ
こ
で
は
独
自
の
領
主
支
配
が

行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
も
っ
と
注
意

を
払
う
必
要
が
あ
り
そ
う
で
す
。

　
さ
ら
に
、
江
戸
時
代
後
期
の
伊
丹
郷
で

は
年
々
酒
造
業
が
低
迷
し
て
い
く
中
で
、

灘
酒
造
業
と
の
競
合
は
大
き
な
問
題
で
し

言
え
る
で
し
ょ
う
。
江
戸
に
お
い
て
灘
酒
に

対
し
酒
相
場
で
不
利
な
立
場
に
立
っ
て
い
た

伊
丹
酒
が
、
従
来
独
占
的
な
販
売
権
を
有

し
て
い
た
京
都
市
場
に
お
い
て
も
、
灘
酒
に

お
び
や
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

江
戸
時
代
の
酒
造
業
・
酒
造
政
策
と

領
主
支
配

　
江
戸
時
代
の
伊
丹
酒
造
業
は
、
領
主
が

近
衛
家
で
あ
る
と
い
う
支
配
の
特
徴
を
も
っ

た
こ
と
で
、
独
自
の
酒
造
・
販
売
政
策
を

展
開
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。天
保
期（
一

八
二
九
〜
四
三
年
）
は
幕
府
に
よ
っ
て
毎
年

の
よ
う
に
酒
造
制
限
が
課
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
も
の
の
、
京
都
で
の
年
貢
酒
政
策
が

幕
府
に
よ
り
公
認
さ
れ
た
こ
と
は
、
近
衛

家
の
格
式
あ
っ
て
の
こ
と
で
し
た
。
幕
府
と

『二千年袖鑑』白雪の図（伊丹市立博物館蔵）
「伊丹名酒  小西新右衛門造」とある。

小西酒造株式会社旧建物（直営売店）（小西酒造株式会社提供）
かつて伊丹郷町では多くの酒蔵が軒を連ねた。
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